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お
知
ら
せ

え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

―
埼
葛
え
せ
同
和
行
為
対
策
強
化
月
間
―

４
月
６
日
〜
15
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

火災予防啓発品の配布も行われました

住
民
主
体
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
団
体
等
を

募
集
し
ま
す

〈訪問型サービス〉

〈通所型サービス〉

活動エリア
自治会・管理組合等
複数の自治会等

複数の日常生活圏域

活動単位
自治会等

実施団体・自治会数

13団体・自治会

1団体

実施団体・自治会等
14団体・自治会

B消防本部予防課☎974－0103

□
４
月
１
日
か
ら
市
の
組
織
が
変
わ

り
ま
し
た

g
①
荻
島
地
区
に
お
け
る
産
業
団
地

整
備
お
よ
び
企
業
誘
致
の
実
現
を
図

る
た
め
、
都
市
計
画
課
内
に
荻
島
地

区
土
地
利
用
推
進
室
を
設
置
し
ま
す

　

②
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
の

終
了
に
伴
い
、
臨
時
福
祉
給
付
金
室

を
廃
止
し
ま
す　

b
▽
①
に
つ
い
て

…

荻
島
地
区
土
地
利
用
推
進
室
☎
９

６
３
＝
９
１
８
２
、
▽
②
に
つ
い
て

…

生
活
福
祉
課
☎
９
６
３
＝
９
１
６

２
、
▽
組
織
改
正
に
つ
い
て…

行
政

管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
３
１
３

□
公
園
で
の
火
気
の
使
用
や
サ
ッ
カ

ー
・
ゴ
ル
フ
等
は
原
則
禁
止
で
す

　

市
内
の
公
園
で
次
の
こ
と
は
原
則

と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
花
火
等
の
火
気

の
使
用

・
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
ゴ
ル
フ
等

・
犬
等
の
ペ
ッ
ト
を
リ
ー
ド
等
を
つ

け
ず
に
散
歩
さ
せ
る

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、
し
ら
こ
ば
と

運
動
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
（
要
予
約
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ボ
ー
ル
遊
び

は
、
他
の
利
用
者
や
近
隣
の
家
に
ボ

ー
ル
が
当
た
る
と
危
険
で
す
。
球
技

専
用
の
公
園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
間
違
っ
た
遊
具
の
使
用
は
、

大
け
が
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
公
園
を
使

え
る
よ
う
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

b
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２

５
、
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
管
理
事

務
所
☎
９
７
１
＝
３
２
３
０

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の
一
部
施
設
の

利
用
を
休
止
し
ま
す

　

特
別
清
掃
の
た
め
、
温
水
プ
ー
ル

の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
は
休
館
日
を
除
き
通
常

ど
お
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

〈
休
止
期
間
〉　

５
月
７
日
㈪
〜
１４

日
㈪

b
越
谷
市
民
プ
ー
ル
☎
９
９
２
＝
６

６
０
２

□
８
月
の
日
曜
日
分
野
球
場
貸
し
出

し
（
抽
選
）
希
望
者
の
申
し
込
み

の
を
受
け
付
け
ま
す

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
に
登
録
し

て
い
る
市
内
の
チ
ー
ム
（
登
録
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
）　

g
５
月
１
日

㈫
〜
６
日
㈰
に
電
子
申
請
で
申
し
込

み
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

□
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
私
た
ち

の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

　

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
は
越
谷
市

が
加
入
す
る
組
合
で
、
戸
田
競
艇
場

で
開
催
す
る
競
艇
事
業
の
収
益
金
を

市
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

〈
４
月
〜
６
月
の
開
催
日
〉　

４
月

１
日
㈰
〜
４
日
㈬
、
７
日
㈯
〜
１０
日

㈫
、
y
１７
日
㈫
〜
２０
日
㈮
、
y
２２
日

㈰
〜
２７
日
㈮
、
５
月
１
日
㈫
〜
６
日

㈰
、
y
１０
日
㈭
〜
１４
日
㈪
、
２２
日
㈫

〜
２７
日
㈰
、
y
３１
日
㈭
〜
６
月
５
日

㈫
、
y
８
日
㈮
〜
１２
日
㈫
、
１５
日
㈮

〜
１８
日
㈪
、
y
２９
日
㈮
・
３０
日
㈯

＊
y
は
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
主
催

b
財
政
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
５

□
生
産
緑
地
地
区
の
面
積
要
件
が
引

き
下
げ
と
な
り
ま
し
た

　

小
規
模
農
地
の
保
全
や
営
農
環

境
、
農
地
の
多
面
的
緑
地
機
能
の
確

保
を
目
的
に
、
４
月
１
日
か
ら
条
例

に
よ
り
、
生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の

規
模
に
つ
い
て
、
３
０
０
平
方
㍍
以

上
に
引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

b
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２
２

５□
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
で
備
品
を

購
入
し
ま
し
た

　

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

宝
く
じ
助
成
を
受
け
、
蒲
生
地
区
自

治
会
連
合
会
の
自
治
会
活
動
に
必
要

な
、
テ
ン
ト
・
大
判
プ
リ
ン
タ
ー
・

ア
ン
プ
・
マ
イ
ク
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

b
市
民
活
動
支
援
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
３

７
面
へ
続
く

□
総
合
事
業
に
お
け
る
住
民
主
体

の
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
団
体

　

介
護
保
険
制
度
の
う
ち
、
要
支

援
１
・
２
の
方
が
利
用
す
る
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
や
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
介
護
保
険
事
業
所
の
専
門

職
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、

昨
年
１０
月
か
ら
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
介
護
従
事
者
の
資
格
要

件
等
を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
、

支
え
あ
い
活
動
や
通
い
の
場
と
い

っ
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行

う
住
民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に

高
齢
者
の
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
住
民
主
体
の
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
団
体
を
左
表
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉　

６
月
１
日
㈮
〜

２２
日
㈮

　

募
集
内
容
等
、
詳
し
く
は
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
へ
。
募
集
内
容

等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

□
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
実
施
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知

症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
互
い
に

交
流
す
る
場
で
す
。

〈
補
助
額
〉　

市
が
定
め
る
要
件

を
満
た
し
た
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を

実
施
す
る
団
体
１
団
体
に
つ
き
２

万
円
（
予
算
の
範
囲
内
）

〈
申
込
み
〉　

事
前
に
ご
連
絡
の

う
え
、
直
接
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
へ
。
詳
し
く
は
募
集
要
項
等
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
等
は

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す

b
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
（
第
二

庁
舎
１
階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
８

７

　

越
谷
市
を
含
む
埼
葛
１２
市
町
で

は
、
毎
年
４
月
を
「
埼
葛
え
せ
同

和
行
為
対
策
強
化
月
間
」
と
定

め
、
同
和
問
題
の
解
決
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
「
え
せ
同
和
行
為
の

排
除
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

「
え
せ
同
和
行
為
」
と
は

　

個
人
、
企
業
、
行
政
機
関
な
ど

に
対
し
て
、
同
和
問
題
の
解
決
に

努
力
し
て
い
る
よ
う
に
装
い
「
図

書
等
物
品
購
入
の
強
要
」
や
「
寄

付
金
・
賛
助
金
の
強
要
」
な
ど
、

不
法
・
不
当
な
行
為
や
要
求
を
す

る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
要
求
を

受
け
た
人
が
被
害
に
遭
う
だ
け
で

な
く
、
国
民
の
間
に
同
和
問
題
に

対
す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え
つ

け
、
新
た
な
偏
見
や
差
別
意
識
を

生
む
要
因
と
な
り
、
同
和
問
題
解

決
の
た
め
に
多
く
の
人
々
が
積
み

重
ね
て
き
た
人
権
教
育
や
啓
発
活

動
の
効
果
を
一
挙
に
覆
す
許
さ
れ

な
い
行
為
で
す
。

　

え
せ
同
和
行
為
は

　

断
固
拒
否
し
ま
し
ょ
う

　

え
せ
同
和
行
為
に
対
し
て
応
じ

る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
然
と

し
た
態
度
で
断
固
拒
否
し
、
え
せ

同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
場
し
の
ぎ
の
安
易
な
対
応
は

更
に
つ
け
込
ま
れ
、
同
和
問
題
の

解
決
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※

同
和
問
題
と
は…

「
同
和
地
区

に
住
ん
で
い
る
」
あ
る
い
は
「
同

和
地
区
に
生
ま
れ
た
」
と
い
う
理

由
で
、
結
婚
や
就
職
、
日
常
生
活

な
ど
の
面
で
差
別
を
受
け
、
憲
法

が
保
障
す
る
「
基
本
的
人
権
」
が

侵
害
さ
れ
る
と
い
う
、
日
本
の
歴

史
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
、
現
在

も
な
お
存
在
す
る
我
が
国
固
有
の

重
大
な
人
権
問
題
で
す
。
こ
う
し

た
中
、
平
成
２８
年
１２
月
１６
日
か
ら

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
埼
葛

１２
市
町
で
は
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
引
き
続
き
連
携
し

な
が
ら
、
人
権
教
育
・
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
９
６
３
＝
９
１
１
９

　

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

○
全
国
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交

通
事
故
防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
埼
玉
県
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中
の

交
通
事
故
防
止

○
越
谷
市
重
点

・
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
向

上

 

出
発
式
を
行
い
ま
す

a
４
月
７
日
㈯
、
午
前
１１
時
か
ら

　

d
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
東
側
Ｒ
駐
車
場　

g
式

典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
大
相
模

中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
）
、
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
等
出

発
、
交
通
安
全
啓
発
品
の
配
布　

b
越
谷
警
察
署
☎
９
６
４
＝
０
１

１
０
、
市
役
所
く
ら
し
安
心
課
☎

９
６
３
＝
９
１
８
５

一日消防署長が
火災予防を
呼びかけました

　３月１日～７日に春の火災予防運
動を実施しました。
　１日は、越谷市防火安全協会から
推薦を受けた市内の事業所に勤める
平脇美鈴さんが一日消防署長とし
て、東武新越谷駅ビルヴァリエで火
災を想定して実施した消防演習の指
揮を執りました。また、越谷市防火
安全協会の役員や消防ガーヤちゃん
とともに、消防音楽隊の演奏による
防火広報が行われる中、火災予防を
呼び掛けました。


